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三和町は、長崎市から南西にのびる

長崎半島の中心に位置する人口１２，１００

人の町です。豊かな自然のなかで育ま

れた「びわ」と、江戸時代から伝わる

「蚊焼鍛冶」が全国的にも有名で、町

を代表する特産品として多くの方々に

ご利用いただいています。また、川原

海水浴場と隣接する川原大池公園や、

「衣笠球場」を中心とした元宮公園は

『憩いの場』として親しまれており、

シーズンともなると多くの人々でにぎ

わいます。

昨年８月２日には、川原大池で「第

２１回商工会夏まつり」（花火写真）が、

１１月８日・９日（２日間）には、元宮

公園で「サン・サン・さんわフェス

ティバル」が開催され、「全国さんわ

サミットのふるさとまつり」や「上戸

彩ライブ」（写真）など、町内外から

たくさんのお客さんでにぎわいました。

今年も７月２４日�に川原大池公園で
「２００４ 商工会夏まつり」を、１１月１３

日�１４日�には「サン・サン・さんわ
フェスティバル」の開催を予定してい

ますので、是非三和町におこしくださ

い。お待ちしてます。
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通通常常総総会会開開催催

県
商
工
会
連
合
会
（
池
原
泉

会
長
）
で
は
、
五
月
二
十
五
日

に
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
池
原

会
長
は
「
今
日
の
長
引
く
景
気

低
迷
の
中
で
、
中
小
企
業
、
と

り
わ
け
地
域
商
工
業
者
の
経
営

環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
合
併
問

題
等
、
今
後
の
商
工
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、
商
工
会
組
織
の
整

備
強
化
と
機
能
充
実
を
強
力
に

押
し
進
め
、
変
革
の
時
代
を
乗

り
越
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
主
な
議
題

と
し
て
、
平
成
十
五
年
度
の
事

業
実
績
と
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
、
商
工
貯
蓄
共
済

事
業
の
平
成
十
五
年
度
実
績
及

び
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
等

に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
行
っ
た
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
辻
原
副
知

事
、
西
川
県
議
会
議
員
を
は
じ

め
企
業
・
団
体
等
、
各
関
係
機

関
か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席
し

ま
し
た
。

辻
原
副
知
事
は
パ
ー
テ
ィ
の

冒
頭
で
、「
厳
し
い
経
済
環
境

の
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
商
工
会

お
よ
び
県
商
工
会
連
合
会
に
大

い
に
期
待
す
る
。」
旨
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
は
各
々
情

報
交
換
を
行
い
、
相
互
に
親
交

を
深
め
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
了

し
ま
し
た
。

対対馬馬市市商商工工会会発発足足
平成１６年４月１日、県下商工会合併第１号とし

て、対馬市商工会が発足しました。
それまで旧６町商工会は、昭和３６年に設立以来
約４０年にわたり、商工業者の経営改善はもとより、
地域の振興発展に取り組んできました。
それが対馬６町の行政合併の決断とともに、対
馬商工会合併協議会で協議が進められた結果、６
町商工会が解散し、「対馬市商工会」が誕生した
という歴史的な日を迎えたこととなります。
４月１日当日は、対馬市商工会の発会記念行事
が行われました。まず、本所となる旧美津島町商
工会館の玄関に真新しい看板が設置された後、会
場を対馬グランドホテルに移動し、職員辞令交付式が行われ、対馬市商
工会の初代会長に選任された長町会長が３２名の職員に辞令を交付し、「大
きな課題を抱えてのスタート。これまでの経験を生かして、後退のない商
工会運営が必要。気持を新たに取り組んでほしい」と訓示しました。
続いて、発会式が行われました。まず、対馬市商工会設立委員会小川
副委員長から長町会長へ設立事務引継が行われた後、長町会長が合併協
議会設立と協議の経過を報告。また、「国の中小企業対策の変化、地方分
権化の流れ等様々な課題を抱え、商工会は今大きな変革期にあるとし、
対馬市商工業振興発展に全力を尽くす。本日を機に、役職員一丸となって
対馬市商工会として更なる努力を続けて行きたい」と決意を述べました。
次に、対馬支庁清田支庁長、対馬市松村市長、県商工会連合会池原会
長が祝辞。池原会長は、祝辞のなかで「対馬市商工会は、会員数（１，３００
人弱）、職員数、管轄する面積（７０８�）から、現時点で県下最大の商工
会として誕生した」と述べました。
対馬市商工会が商工会合併の先駆けとして、今後合併を控えた商工会
にとってモデルとなるよう県商工会連合会としても支援して行きたいと
考えます。

平
成
十
六
年
春
の
叙
勲
で
、

商
工
会
関
係
者
で
は
、
次
の

二
名
の
方
が
受
章
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
り
、
地
域
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
た
多
大
な
功
績
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

春春
のの
叙叙
勲勲
受受
章章

おお
めめ
でで
とと
うう

ごご
ざざ
いい
まま
すす

度年１６成平

○旭日双光章

増

山

隆

前
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長

前
生
月
町
商
工
会
長

○瑞宝双光章

山

口

猛

元
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
理
事

前
小
佐
々
町
商
工
会
長
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伊
王
島
町
・
高
島
町
商
工
会

職
員
の
合
同
設
置
体
制
へ

経
営
改
善
普
及
事
業
推
進
で
ス
ク
ラ
ム

西
彼
・
高
島
町
商
工
会

の
現
況

高
島
町
商
工
会
（
会
長
・
橋
口

龍
司
・
会
員
数
三
十
七
名
）
で
は
、

経
営
指
導
員
一
名
で
長
年
経
営
改

善
普
及
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
十
五
年
四
月
か
ら
経
営

指
導
員
の
病
気
に
よ
る
長
期
不
在

が
続
き
、
八
月
に
は
未
設
置
の
状

態
と
な
る
。

こ
の
間
、
商
工
会
で
は
理
事
会

を
中
心
に
、
財
政
を
含
め
今
後
の

指
導
・
事
務
局
体
制
の
あ
り
方
等

を
検
討
し
た
。
結
果
、
現
在
の
財

政
状
況
で
は
、
新
た
な
経
営
指
導

員
の
設
置
は
無
理
と
の
結
論
に
達

し
た
。

こ
の
方
向
付
け
に
、
県
連
合
会

と
し
て
は
、
現
在
の
補
助
金
交
付

要
綱
で
可
能
な
支
援
策
を
提
案
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

県
連
合
会
と
協
定

共
同
設
置
で
支
援

ま
ず
県
連
合
会
で
は
、
十
五
年

四
月
か
ら
「
応
援
指
導
」
の
一
環

と
し
て
支
援
、
九
月
か
ら
は
共
同

設
置
の
協
定
書
を
締
結
。
県
連
合

会
職
員
六
名
で
「
業
務
支
援
班
」

に
よ
る
指
導
を
開
始
（
月
四
回
程

度
巡
回
）
し
た
。
さ
ら
に
十
一
月

か
ら
は
嘱
託
専
門
指
導
員
に
よ
る

支
援
体
制
を
取
り
、
月
十
回
程
度

の
巡
回
を
実
現
し
た
。

し
か
し
、
指
導
の
範
囲
の
み
で

運
営
・
業
務
等
へ
の
支
援
が
常
駐

と
違
い
困
難
の
中
、
新
た
な
方
策

と
し
て
、
複
数
商
工
会
に
よ
る
補

助
対
象
職
員
（
経
営
指
導
員
、
補

助
員
等
）
の
合
同
設
置
へ
の
検
討

に
入
っ
た
。

職
員
の
合
同
設
置
を

委
員
会
で
検
討

そ
の
提
携
先
と
し
て
隣
町
の
伊

王
島
町
商
工
会
（
会
長
・
柳
田
政

清
・
会
員
二
十
九
名
）
へ
、
高
島

町
商
工
会
の
現
状
と
将
来
に
つ
い

て
相
談
。
柳
田
会
長
の
快
諾
で
、

両
商
工
会
役
員
並
び
に
県
連
合
会

を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
の
設
置

と
な
る
。

二
月
か
ら
三
回
委
員
会
を
開
催
。

三
月
三
十
日
伊
王
島
町
「
や
す
ら

ぎ
伊
王
島
」
に
お
い
て
、
両
商
工

会
役
員
、
水
上
専
務
並
び
に
伊
王

島
町
村
上
助
役
等
の
立
会
の
元
、

四
月
一
日
よ
り
伊
王
島
町
商
工
会

職
員
二
名
に
よ
る
高
島
町
商
工
会

へ
の
経
営
改
善
普
及
事
業
推
進
体

制
（
合
同
設
置
）
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
を
合
意
し
、
協
定
書
の
締

結
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
会
員
の
減
少
、
財
政
等

が
厳
し
さ
を
ま
す
と
予
想
さ
れ
る

中
、
一
つ
の
方
向
と
考
え
ら
れ
る

が
、
担
当
す
る
職
員
へ
の
加
重
を

思
う
と
「
頑
張
っ
て
」
と
願
う
も

の
で
す
。

平成１６年５月７日、上五島町石油備蓄記念

会館にて奈良尾町商工会、有川町商工会、上

五島町商工会、新魚目町商工会及び若松町商

工会の上五島地区５商工会が商工会合併契約

書調印式を挙行しました。

上五島地区商工会合併協議会は、平成１３年

１０月に設置され、合併に向けた検討を行って

きました。今回の基本協定締結は、上五島５町商工会の合併に関する基本事項が合

意に至ったことによるものです。

この５ヶ町は、去る４月２７日の同日に通常総会を一斉に開催し、商工会合併に関

する案件を決議し、この日に至りました。合併式には１００名余りが参加し、その中

で各商工会長、立会人の県連会長、五島支庁長、各町長が契約書に調印しました。

契約書の内容は、名称を新上五島町商工会とすること、対等合併であること、合

併期日を平成１６年８月１日にすることでした。

主催者を代表して上五島町松岡五男商工会長が「時代の要請にこたえ、商工会は、

会員のエネルギーをパワーに転換し、なお一層の力が発揮できるよう努める」と決

意表明しました。

今後、合併に向けて諸整備を行い、８月１日の新上五島町商工会誕生となる予定

です。

上上上上上上上上上上上上上上上上上上海海海海海海海海海海海海海海海海海海線線線線線線線線線線線線線線線線線線２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進
特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成ののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
本年は、長崎～上海間の航空路線が開設さ

れて２５周年にあたります。

さて、�長崎県地域振興航空基金では、２５周
年を記念して、交流等助成金を創設いたしま

した。

これを機会に、さらに皆様のご利用を頂き

ますようお願い致します。

「交流等助成金」

この助成金は、上海線のリピーターを

増やすため、今後も利用のお気持ちがあ

る１０人以上の団体旅行（手配旅行）を対

象に、旅行代理店へ交付いたします。

（１５，０００円～３００，０００円の助成額）

問い合わせ先

�長崎県地域振興航空基金事務局
長崎県地域振興部交通政策課

TEL ０９５－８２２－２３４７（担当：三浦、堤）

傷害総合保障共済団体生命傷害共済 「商工会と共に歩む共済」
総合火災共済 生命傷害共済 自動車事故見舞金共済 自動車保険 入院保険

長崎県火災共済協同組合
長崎県中小企業共済協同組合
全国商工共済振興事業団長崎支所

長崎市桜町４－１ 商工会館３Ｆ ＴＥＬ�０９５（８２２）９６９５ お問合せ・お申込は 県内の商工会へ

県共済所 得 補 償 共 済 ガン保険
休業補償見舞金共済 ＰＬ保険

上五島地区５町商工会が合併基本協定を締結

合併予定は、平平成成１１６６年年８８月月１１日日

ながさき商工連ニュース
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――上五島商工会青年部が中心――

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
～～長長崎崎県県商商工工会会女女性性部部連連合合会会～～

長崎県商工会女性部連合会では、去る５月１３日�、ホテルニュー長崎において、平成１６年度の
通常総会及びリーダー講習会を開催しました。
総会に先立ち開催されたリーダー講習会では、講師にコミュニケーションセミナープロジェク
ト代表の小倉博行、宮崎恵子両講師を迎え、「クレーム初期対応ノウハウ」のテーマで掛け合い
講演がありました。
県内各商工会地区より女性部部員約２００名余が出席し、講演に熱心に聞き入っていました。
総会では、県連合会池原会長の挨拶の後、県福祉保健部より副島理事を迎え、昨年女性部が取
り組んだ１日１円ボランティア事業の「長崎県愛の福祉基金」への募金に対し、県知事より感謝
状が贈られ、女性部を代表して県女性連の峰会長が受け取りました。
峰会長は総会挨拶の中で、ボランティア事業等の各女性
部の協力に対し、感謝の言葉を述べ、「商工会の合併等に
より女性部のあり方も大きく変化することが考えられ、時
代に対応した組織づくりに取り組んでいかなければならな
い」との挨拶がありました。
引き続いて行われた議案審議では、上程された平成１５年
度事業実績、平成１６年度事業計画等が原案どおり承認され
ました。
また、任期満了に伴う役員改選では、次の１４名の新役員
が選任されました。

平成１６年度長崎県商工会青年部
連合会通常総会及び
青年部全体講習会を開催

長崎県商工会青年部連合会では、５月１１日�に長崎
ビューホテルにおいて平成１６年度の通常総会を開催しまし
た。
また、通常総会に先立ち、若手後継者等育成事業の一環
として青年部全体講習会を開催し、２０７名の青年部員が参
加しました。
講師として、経済ジャーナリスト 杉本好正氏をお招き
し、「合併後に生き残りをかけて」と題し、変化の時代に
勝ち残る為にするべきこと、についてお話しいただきまし
た。
総会では、立山会長より、「今年度、県青連でも、商工
会の合併に対して青年部としての対応を充分に検討してい
きたい。併せて今後とも、県商工会連合会の指導のもと、
各種研修会等の事業において、自らの資質向上を目指すよ
うな事業及び商工会青年部の更なる組織強化と事業活性化
などの積極的な事業展開を図る予定であります。」との挨
拶があった。
引き続いて行われた通常総会の議案審議では、上程され
た平成１５年度事業実績、平成１６年度事業計画等が原案どお
り承認されました。
また、欠員に伴う役員改選では、三和町商工会青年部
桑原和久氏の辞任により、野母崎町商工会青年部、向井秀
樹氏が理事に選任されました。

５月２５日、上五島町商工会青年部が中心となって設立した特定非
営利活動（NPO）法人“上五島緑化推進「グリーンカピィ」”が長
崎県知事から設立認証を受けました。
上五島地区商工会は町の合併
と同時に合併することが決定し
ています。それに伴い、今まで
各々の商工会が大きな役割を
担っていた地域のイベント等の
継続が困難になると思われます。
そこで商工会青年部の有志が集
まり、活性化活動の受け皿とな
り事業継続を図ろうと考えました。
設立に際しては県連からの支援もあり、昨年５月から研究会、発
起人会等を重ねました。そして今年２月に設立総会を行いました。
これまでの活動としては、「地域の卒業生を見送るアーチづくり」、
「まちなか花づくり活動」を行い、現在は、地域住民と親睦をはか
るため、「ほたるのふるさと相河川まつり」に協力し、河川の清掃、
露店の出店等を行っています。
設立のための勉強会や事業を通して、自分たちの住むまちは自分
たちでつくりあげていきたい、という意識も強まり、自分たちで企
画を立て実践していきたいと意欲を燃やしています。

先進のＩＴ（情報技術）をコンサルティングから運用
サポートまでをワンストップでご提供いたします。

Total Solution Provider 東芝情報機器株式会社
長崎営業所 〒８５０－００５１ 長崎市西坂町２－３ 長崎駅前第一生命ビル２F TEL０９５－８２２－２１５０ FAX０９５－８２２－２１４６
九 州 支 社 〒８１０－８５５５ 福岡市中央区長浜２－４－１（東芝福岡ビル） TEL０９２－７５２－０１９４ FAX０９２－７１３－９６２０

会 長 峰 マス子（三 和 町）

副会長 増山 節美（高 来 町）

〃 寺原恵美子（小佐々町）

〃 江嶋 慶子（対 馬 市）

理 事 志田 早苗（西 彼 町）

〃 中ノ瀬とみ子（川 棚 町）

〃 草野 美子（小 浜 町）

〃 草村チエ子（瑞 穂 町）

〃 中村 昭子（田 平 町）

〃 大村 典子（奈良尾町）

〃 菊谷 保枝（岐 宿 町）

〃 久間 初子（郷ノ浦町）

監 事 中村智恵美（野母崎町）

〃 吉岡 順子（深 江 町）
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長崎県が企業の経営
改善を応援します！

リバイバルプラン
策定企業の募集

常用従業員数�

300人以下�
資本金・出資金�

3億円以下�

ま
た
は�

一般業種（製造・建設業等）�

常用従業員数�

100人以下�
資本金・出資金�

1億円以下�

ま
た
は�

卸売業�

常用従業員数�

100人以下�
資本金・出資金�

5千万円以下�

ま
た
は�

サービス業�

常用従業員数�

50人以下�
資本金・出資金�

5千万円以下�

ま
た
は�

小売業�

加入タイプ�
お支払い限度額�
（期間中、対人・対物共通）�

自己負担額�
（1請求あたり）�

Ｓ　　型�
5,000万円�

Ａ　　型�
1億円�

Ｂ　　型�
2億円�

3 万 円 �

Ｃ　　型�
3億円�

所得税
所得税の一部改正について、小規模事業者に関連するものを掲
載します。
改正された内容は、つぎのとおりです。
配偶者特別控除の改正
配偶者特別控除のうち配偶者控除に上乗せして控除対象配偶
者（合計所得金額３８万以下の配偶者）に適用される部分が廃止
され、平成１６年分の所得税から適用されます。
中小企業者の小額減価償却資産の取得価額
一定の中小企業者に該当する青色申告者が、つぎの価額の減
価償却資産を取得等して、不動産所得、事業所得又は山林所得
を生ずべき業務の用に供した場合には、業務に用した年に全額
を必要経費に参入することができます。
取得価額 ３０万円未満
適用期間 平成１５年１月１日～平成１８年３月３１日
情報通信機器等を取得した場合等の特別償却又は所得税額
の特別控除の創設
事業を営む青色申告者が、一定の特定情報通信機器等の取得
等をして事業の用に供した場合には、事業に用した年（廃業し
た年を除く）に、つぎの�か�を選択することができます。
適用期間 平成１５年１月１日～平成１８年３月３１日
選択方法 �取得価額５０％相当額の特別償却

�取得価額１０％相当額の特別税額控除
（事業所得に係る所得税額の２０％相当額を限度と
します。）

また、一定のリース情報通信機器等を物品賃貸業者からリース
契約により賃貸して事業の用に供した場合（その年の年末まで事
業の用に供した場合に限ります。）には、事業に用した年につい
ては、その費用の総額に６０％を乗じて得た額の１０％相当額の特別
税額控除（事業所得に係る所得税額の２０％を限度とします。）が
できます。

税税費費消消 がかわりました
消費税法の一部が改正され、平成１６年４月１日以降に開始す
る課税期間から適用となっています。
改正された内容はつぎのとおりです。
事業者免税点の引き下げ
納税義務が免除される基準期間における課税売上高の上限
が１，０００万円（従来３，０００万円）に引き下げられました。
総額表示の義務づけ
課税事業者が取引の相手方である消費者に対して商品等の
販売、役務の提供等の取引を行うに際し、あらかじめその取
引価格を表示する場合には、消費税額（含む地方消費税額）
を含めた価格を表示することが義務付けられました。
注）「総額表示」の義務付けは、消費者が商品を購入する場
合に、最終的な支払総額が値札や広告を見ただけでわかるよ
うにするものであり、事業者間取引における価格表示を対象
とするものではありません。
簡易課税制度の適用上限の引き下げ
簡易課税制度を適用することができる基準期間における課
税売上高の上限が５，０００万円（従来２億円）に引き下げられま
した。
中間申告の申告・納付回数の改正
直前の課税期間の確定消費税額（年税額）が４，８００万円を超
える場合には、年１２回の中間申告・納付を行うことになりま
した。
注）直前の課税期間の消費税の年税額が４８万円以下の場合

年１回
直前の課税期間の消費税の年税額が４８万円を超え、４００万円
以下の場合 年２回
なお、詳細につきましては
国税庁のホームページ
http : //www.nta.go.jp/category/mizikana/campaign/h 15/1771/01.htm
をご参照下さい。

赤字でも経営改善に意欲的な中小企
業を対象に、中小企業診断士等の専門
家がリバイバルプラン（経営改善計
画）づくりをお手伝いします。
計画が認定され、新たな資金が必要
な場合は、中小企業リバイバルプラン
支援資金の申し込みができます。
募集期間
平成１６年７月１日～７月３０日

「中小企業のための
低廉な保険料」

この制度は、商工３団体による中小企業者のための全国的な制度で、中小企業者が製造
又は販売した製品や行った仕事の結果が原因で、他人の生命や身体を害するような人身事
故や、他人の物を壊したりするような物損事故により、中小企業者が被る法律上の損害賠
償金や訴訟費用等に対して、保険金をお支払いする制度です。
●加入できる企業 （加入条件は業種により異なります。）

ただし、いずれかの商工３団体（日本商工会議所、日本商工会連合会、全国中小企業団
体中央会）の傘下団体に属する企業に限られます。
●加入タイプ 次の４タイプからお選びください。

保険料は、業種・前年度販売高又は領収金・加入タイプにより算出されます。
詳しくは、商工会へお問い合わせ下さい。

問い合わせ先
最寄りの商工会議所、商工会
長崎県中小企業団体中央会
TEL ０９５－８２６－３２０１

長崎県商工労働部商工金融課
TEL ０９５－８２４－８２３５

かかすすでで知知存存ごご

中小企業PL保険制度

ながさき商工連ニュース
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建
設
業
の
氷
河
期

山
本
氏
は
、十
五
年
前
父
か

ら
家
業
の
建
設
業
を
引
継
ぎ
、

�
真
人
建
設
と
し
て
、法
人
化

し
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
き

た
。
し
か
し
、日
本
経
済
は
大

き
な
曲
が
り
角
に
来
て
お
り
、

時
代
は
土
木
建
設
業
に
対
し
、

長
期
に
わ
た
る
冬
の
時
代
を
向

か
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

諸
事
情
を
み
れ
ば
必
至
で
あ
っ

た
。そ

の
こ
と
は
、
商
工
会
の
青

年
部
に
入
部
し
て
、
色
々
な
人

と
交
わ
り
、
ま
た
、
研
修
に
参

加
し
て
い
た
、や
ま
ち
ゃ
ん（
山

本
氏
の
愛
称
）
は
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
始
め
て
い
た
。
青
年
部

と
言
え
ば
、
飲
ん
で
騒
い
で
い

る
だ
け
、
最
初
は
そ
う
思
っ
て

い
た
が
、
み
ん
な
の
事
業
に
対

し
て
の
真
摯
な
思
い
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
、
自
ら
、
青
年
部

活
動
に
対
し
て
、
中
心
的
役
割

を
に
な
っ
て
い
っ
た
。

や
が
て
、
数
年
後
に
、
同
業

者
の
廃
業
、
自
己
破
産
が
発
生

し
た
。
特
に
、
建
設
業
の
中
で

も
、
土
木
を
主
と
し
て
い
た
、

真
人
建
設
で
は
他
人
事
で
は
な

か
っ
た
。
予
想
よ
り
速
く
、
公

共
事
業
と
い
う
パ
イ
は
、
イ
チ

ゴ
が
ち
ょ
こ
ん
と
乗
る
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
告
げ

経
営
の
多
角
化
だ
、
や
ま

ち
ゃ
ん
は
思
っ
た
。
で
も
、
失

敗
は
で
き
な
い
、
で
も
、
こ
の

ま
ま
い
っ
た
ら
、
じ
り
貧
だ
。

い
つ
も
の
、
ど
う
ど
う
巡
り
。

建
設
現
場
で
、
思
案
に
暮
れ

る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
ビ
ル
解
体

現
場
で
瓦
礫
の
下
に
、
空
の
五

〇
〇
�
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
数

十
本
ケ
ー
ス
ご
と
捨
て
ら
れ
、

そ
の
奥
に
は
、
花
柄
の
洗
面
器

と
青
色
の
ジ
ョ
ー
ロ
が
あ
っ
た
。

そ
う
だ
、
や
は
り
こ
れ
し
か
な

い
、
多
角
経
営
と
し
て
や
っ
て

い
く
た
め
に
は
こ
れ
だ
と
や
ま

ち
ゃ
ん
は
そ
う
心
に
誓
っ
た
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利
用

化
だ
�
」

実
は
、や
ま
ち
ゃ
ん
は
、五
年

前
よ
り
、唯
一
、リ
サ
イ
ク
ル
の

商
業
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
ど
う
に
か

で
き
な
い
も
の
か
と
、考
え
て

い
た
。
建
設
解
体
現
場
で
は

色
々
な
廃
材
が
で
る
。
数
年
前

か
ら
、技
術
的
に
は
、ほ
と
ん
ど

の
も
の
が
再
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
け
は
再
利
用
で

き
ず
、建
設
業
者
は
処
理
料
を

払
い
、廃
棄
処
分
を
し
て
き
た
。

そ
ん
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、

や
ま
ち
ゃ
ん
は
、
ど
う
に
か
再

利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
思
っ

て
い
た
。

た
だ
、
思
っ
て
い
た
だ
け
で

は
だ
め
だ
、
ま
ず
調
べ
て
、
勉

強
だ
。
五
年
前
か
ら
、
ふ
つ
ふ

つ
と
心
の
隅
で
、
く
す
ぶ
っ
て

い
た
も
の
が
一
気
に
燃
え
上
が

る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。
自
分
に
は
、
今
ま
で
商
工

会
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
人
脈
が

あ
る
、
調
べ
る
場
所
も
、
訪
ね

る
人
も
わ
か
る
、
あ
と
は
、
自

分
が
や
る
だ
け
だ
。
最
重
要
な

情
報
は
、
足
で
か
せ
げ
。

そ
れ
か
ら
の
行
動
は
速
か
っ

た
。
…
…

有
力
な
販
売
先
が
決
ま
っ
た
。

な
ん
と
か
い
け
そ
う
だ
。

今
思
う
と
、
産
業
廃
棄
物
処

理
工
場
建
設
の
国
、
県
の
許
認

可
を
取
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域

住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
、

一
番
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
信
用

と
人
脈
で
問
題
を
ク
リ
ア
ー
す

る
の
に
は
、
そ
う
時
間
は
か
か

ら
な
か
っ
た
。

最
終
的
に
は
、
採
算
面
を
考

慮
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再

加
工
で
は
な
く
、
再
利
用
す
る

た
め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

裁
断
し
て
出
荷
す
る
と
い
う
業

態
に
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

設
立
し
て
丸
一
年
経
つ
が
、

業
績
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

建
設
部
門
の
人
員
を
処
理
工

場
に
回
し
、
リ
ス
ト
ラ
す
る
こ

と
も
な
く
、
適
材
適
所
で
人
を

使
い
、
無
駄
が
な
い
。

真
の
挑
戦

今
、や
ま
ち
ゃ
ん
は
、新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
。
数
千
万
の
設
備
投
資
を

し
、
石
膏
ボ
ー
ド
の
再
加
工
場

の
建
設
で
あ
る
。
夢
に
ま
で
み

た
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。

こ
れ
こ
そ
、
や
ま
ち
ゃ
ん
が
、

一
番
や
り
た
か
っ
た
こ
と
だ
。

県
下
で
は
、
初
め
て
の
事
業

だ
。
廃
材
の
石
膏
ボ
ー
ド
か
ら
、

ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
を
作
り

あ
げ
る
こ
の
事
業
に
、
や
ま

ち
ゃ
ん
の
胸
は
大
き
く
膨
ら
む
。

２
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
が
、
私
た
ち
に
残
し
た
教
訓
。

資
源
は
有
限
で
あ
り
、
再
利
用

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境

へ
の
負
荷
を
軽
減
で
き
る
「
環

境
土
木
工
学
」
を
柱
と
し
て
考

え
る
こ
と
。

次
世
代
の
子
供
た
ち
に
、
美

し
い
地
球
を
受
け
渡
す
こ
と
が
、

私
た
ち
の
大
切
な
こ
と
。

「
建
設
資
材
を
、
全
て
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
で
ま
か
な

う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。」
や

ま
ち
ゃ
ん
は
、
最
後
に
力
強
く

言
っ
た
。

環
境
土
木
工
学
（
環
境
土
木
）

人
の
生
活
と
地
球
環
境
の
あ

り
方
を
考
慮
し
、
社
会
基
盤

の
整
備
、
防
災
、
及
び
環
境

の
長
期
的
保
存
と
人
と
の
共

生
を
図
る
土
木
工
学
。

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

廃
棄
物
を
製
品
の
原
材
料
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
。

今回は、環境という価値を創
り出せる企業をめざし、「ごみ
よもう一度生まれ変わって」を
合い言葉として、建設業と産業
廃棄物処理業の、多角経営に挑
戦している、飯盛町の有限会社
真人建設 代表取締役 山本
芳弘氏を取材いたしました。

クローズアップ

まさ と

�真人建設
（飯盛町）

『
環
境
土
木
工
学
へ
の
挑
戦
』

環
境
と
い
う
価
値
を創

り
出
せ
る
企
業
へ

―
―
ゴ
ミ
よ
も
う
一
度
う
ま
れ
変
わ
っ
て
―
―破 砕 後ペットボトル処理前

山本芳弘さん
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その１

２：８の原則と
“枯れ木も山の賑わい”
中小企業診断士／社会保険労務士
�経営開発機構 藤澤雄一郎

人を育てる視点と
人が育つ仕組み

時代が大きく変わりました。事業をされている皆さんも
実感されていることでしょう。
ライバル同士が手を組んだり、合併したり、消費者の力

が大企業を廃業・倒産に追い込んだり、最近の動きをあげ
るときりがありません。
確かに日本の社会全体で大きな地殻変動が起こっている

ことがはっきりわかります。その地殻変動の波を㈱船井総
研の船井幸雄氏は１０年前次のように予測していました。
�競争から共創（共生）の波へ
�対立（分離）から融合化（一体化）の波へ
�閉鎖（秘密）から公開の波へ
�エコノミー（経済）からエコロジー（環境保全）の波へ
�浪費から節約の波へ
�デジタルからアナログの波へ
新しい時代の波（社会的価値観）とは異なる方向で、従

来のように懸命に汗しても、ほとんど報いられる可能性は
ないと覚悟せねばなりません。それだけ時代は高度化して
いるといえます。
さて、今回から３回シリーズで、新しい時代に、人（事

業主も含めた）の力をいかに高め、育てていったらよいの
かということを考えていきたいと思います。

２：８の原則 パート１ アリ編
パレートの法則とも言われていますが、“通常の取り扱

い品目の中で、上位２割の商品で全体の売上げの８割を占
める”、従って“上位２割の重点品目に全精力を傾けるべ
きだ”というものです。
この法則を私が知ったのは相当前ですが、ある昆虫学者

の論文を読んでいたときです。
その学者はアリの生態を観察していました。１メートル

四方の地面でアリを観察すると、せっせと何かえさを咥え
て穴に運んでいるアリ、そしてブラブラ動き回っているア
リ、その数を数えると、前者が２割、後者が８割。別のと
ころで観察しても同じ結果になるのです。更にこの昆虫学
者、学者らしく次の実験をしました。つまり、その２割の
アリだけをピックアップして集団を作り、その集団を観察
しました。すると、なんとその集団が２と８に分かれる結
果を得たのです。何回やっても同じです。そこで学者は唱
えました。
昆虫の世界では、“働くアリになるのか、働かないアリ

になるのかは、個々のアリの特性ではなく、集団の性質で
ある。”つまり、“集団があればそのメンバーは必ず２と８

に分解する”ということを唱えたのです。

２：８の原則 パート２ 人間編
この考え方をある社会学者が、われわれ人間の集団に当

てはめて実験しました。その結果人間の集団（組織）にお
いても２と８に分解されることを実証しました。つまり、
いつも集団（会社）を支えて頑張っている人が全体の２割、
可もなく不可もない働きぶりの人が６割、そして、お荷物
になっている人が２割というわけです。しかも、これまで
リストラなどで精鋭に絞り込んだ組織のはずなのに、しば
らくすると２と８に分解してくる。つまり、組織が持つ性
質がそうさせているという考え方です。

２：８の原則 パート３ 活かし方
さて、このような法則があるとすれば、人を使う事業経

営者は現実的に、自分の店、会社の集団をどのように捉え、
どのようにマネージメントしていったらいいのでしょうか。
まず何より先に、この２割に該当する人達をいろいろな

方法でしっかり動機づけることでしょう。やる気を持続さ
せるために、レベルの高い仕事にチャレンジさせる機会を
与えその結果に対して正当に評価することも大事なことで
しょう。
次に、２と８に分かれることが集団の性質だとすれば、

その集団全体を常に高めていく努力をするしかありません。
とはいえ、組織のレベルを上げることは、一朝一夕に出

来ることではありません。
もうひとつの考え方があります。組織が２と８に分解さ

れるとすれば、２に該当する人達が誇りとやりがい感をも
てるのは、本質的に８に属する人達がいるからだといえな
くもありません。
つまり、“枯れ木も山の賑わい”という先人の知恵に見

るように、一見役に立たないと思われる存在があるからこ
そ、一点の対象が輝いて見える。あるいは全体が活気を呈
して見えるという、極めて人間臭い現実があります。

２：８の原則 パート４ 逆転
今日のめまぐるしい環境変化の中では、これまで“よく

働いている人”、“よく頑張っている人”だから、今後も貢
献できるとは必ずしも言えなくなってきました。むしろこ
れまで８の部類の中で、“仕事の出来るタイプ”ではない
と見られてきた人達の中に、これから起こる新しい事業や
新しい場面に、たじろかないで果敢に力を発揮できる人材
がいるのかもしれません。
現に、最近新たな事業を起こす人、あるいは不振に陥っ

た会社を立て直すことに貢献した人達を見ると、このよう
な従来８に該当する、と見られていた人（落ちこぼれ、は
み出し）が多いのに驚かせられます。
人の管理とはほんとに難しいものだとつくづく思う一方、

事業に必要な人材は時代とともに変わるものだとの思いを
強くします。
真の人を診る目を持つ人とは、自分自身の本心（何のた

めに事業を起こしたのか、今後どのような生き方をしたい
と思っているのか等）をしっかり見詰めることが出来る人
だと言えるのかもしれません。

座講け向者業工商

ながさき商工連ニュース
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壱岐
市勝本

町商工会青年
部がＦＭ放送局を開局！壱壱岐岐

市市勝勝本本
町町商商工工会会青青年年

部部ががＦＦＭＭ放放送送局局をを開開局局！！

「
い
わ
し
蒲
鉾
」

な
が
さ
き
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、「
な
が
さ
き
商
工
連
ニ
ュ
ー
ス
」
で
県

内
各
地
の
特
産
品
や
商
工
会
地
区
の
む
ら
お
こ
し
産
品
を
紹
介
し
、

読
者
の
皆
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

今
回
の
商
品
は
、
加
津
佐
町
・
松
永
蒲
鉾
店
の
い
わ
し
蒲
鉾
セ
ッ

ト
「
匠
」
で
す
。

松
永
蒲
鉾
店
の
い
わ
し
蒲
鉾

は
、
独
特
の
風
味
と
食
感
に
こ

だ
わ
っ
た
逸
品
で
す
。

長
崎
近
海
の
い
わ
し
を
使
い
、

昔
な
が
ら
の
石
臼
で
練
り
上
げ

た
良
質
の
す
り
身
を
、
一
つ
一

つ
て
い
ね
い
に
手
作
り
で
仕
上

げ
て
い
ま
す
。

こ
の
い
わ
し
蒲
鉾
は
、
平
成

十
四
年
度
長
崎
県
水
産
加
工
祭

の
水
産
製
品
品
評
で
「
水
産
庁

長
官
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

天
然
の
魚
を
材
料
と
す
る

「
蒲
鉾
」
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

の
人
が
食
べ
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
起
こ
さ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
脂
肪
分

も
少
な
い
た
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

食
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
期
保
存
が
可
能
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
そ
の

ま
ま
食
べ
て
も
、
ど
ん
な
料
理

に
も
使
え
る
優
れ
た
天
然
食
品

で
す
。

こ
の
い
わ
し
蒲
鉾
５
本
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
い
わ
し
蒲

鉾
セ
ッ
ト

匠
」
を
、
松
永
蒲

鉾
店
よ
り
十
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に

「
い
わ
し
蒲
鉾
」
と
書
い
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
と
本
誌
へ
の
ご

意
見
、
ご
感
想
、
ご
要
望
等
を

必
ず
明
記
の
う
え
、
次
の
宛
先

ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。

〒
八
五
〇－

〇
〇
三
一

長
崎
市
桜
町
四－

一

長
崎
県
商
工
会
連
合
会

な
が
さ
き
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
係な

お
、
締
切
は
、
七
月
末
日

（
当
日
消
印
有
効
）
と
し
ま
す
。

当
選
者
発
表

二
二
四
号
当
選
者

か
づ
ら
清
の
「
椿
油
」

﹇
提
供
…
�
か
づ
ら
清
老
舗

三
井
楽
搾
油
場
﹈

山
脇
眞
知
子
さ
ん（
大
瀬
戸
町
）

山
崎

絹
子
さ
ん（
時
津
町
）

木
下
美
那
子
さ
ん（
小
長
井
町
）

松永蒲鉾店
南高来郡加津佐町己３６９３－２

TEL :０９５７－８７－２２０２
FAX :０９５７－８７－２２０２

HP : http : //www.himawarinet.ne.jp/̃kazu.com
e-mail : kazu.com@himawarinet.ne.jp

２月１日に壱岐勝本町

に新しいＦＭ放送局が誕

生しました。勝本町商工

会青年部と壱岐エフエム

開局事務局が主体となっ

て主催・運営を行ってい

る「勝本エフエム」です。

放送は土曜日・日曜日の昼１２：００～１７：００。主に勝本

の地域情報と音楽番組を中心に放送しています。ター

ゲットは若い子から高齢者まで。お昼の地域情報番組で

は青年部員がＤＪを務めるなど、年齢を問わず勝本の皆

さんが楽しめる身近なラジオ番組です。

商工会青年部で今回のＦＭ放送局運営の中心的な役割

をされている町田光浩さんは、「壱岐４町が合併するま

でに勝本町の情報発信の中核になるものを作りたかった。

また、商店街が元気にな

らないと、町全体が元気

にならない。そのために

は、この放送を通じて地

域と商店街のつながりを

もっと強いものにしてい

きたい。地域に元気を活

力を！このＦＭ放送局が勝本の元気になるように運営し

ていきたい。」とこれからの放送局の抱負を語られまし

た。

「勝本エフエム」は、将来的に壱岐全島、そしてイン

ターネットラジオ等を使って全世界に勝本の情報を発信

できればと思っています。青年部から始まった小さなＦ

Ｍラジオ局。新しい壱岐勝本町が発見できるかもしれま

せん。

長

崎

県

商

工

会

連

合

会

〒
八
五
〇
‐
〇
〇
三
一

長
崎
市
桜
町
四
番
一
号

発
行
人

池

原

泉

ＴＥＬ
〇
九
五
‐
八
二
四
‐
五
四
一
三

ＦＡＸ
〇
九
五
‐
八
二
五
‐
〇
三
九
二

印
刷
所

�

昭

和

堂

波佐見町商工会からの
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